





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(6) CD 『宝塚歌劇　戟前編』 (日本コロムビア､1993年､
COCA-10620､ Tr-23 (サルタンバンク)参照｡大空
-91 -
ひろみ他歌､白井銭造作詞､竹内平吉他編曲｡原曲
はRaulMore仕iによる｡
(7) ｢女学校賓壕通信｣は昭和7年2月､ ｢令女欄｣は昭
和6年9月までで誌上から姿を消すが､その後も若
い女性限定のこの種の投稿欄は｢誌上消息｣ ｢誌上
手紙交換｣などの名で引き継がれていった｡
(8)ただしこの頃から急増してきた女性フアンへのさま
ざまな優遇が男性フアンにとっておもしろくなかっ
たのは確かなようである｡ここで優遇というのは文
中にあげた女性専用投稿欄のほか､賓壕音楽学校や
舞台稽古の見学が女性フアンにのみ許されたこと､
女性のみのフアンの集いにだけ生徒の出席が認め
られたことなどで､劇団側にしてみれば生徒と男性
フアンの接近によるスキャンダルを避けた当時とし
ては当然の配慮であったが､男性フアンからは｢賓
壕では商事が女尊男卑ではなからうか｣ (『歌劇』昭
和6年10月､ 105頁)という声もあがっていた｡
(9)拙稿｢憧れはフランス･花のパリ｣にて詳述｡ (辛
佐美斉編『日仏交感の近代-文学､美術､音楽
-』京都大学学術出版会より2006年3月刊行予
定の論集に収録予定｡)
(10)小林一三｢ご晶眉になる東京のお嬢さん方へ｣ (『歌
劇』昭和8年4月､ 40-43頁)､引田一郎｢お友達へ
のお願い｣ (『歌劇』昭和8年10月､ 21-22頁)､小
林一三｢東軍寄宿舎をお尋ねのお嬢さん方へ｣ (『歌
劇』昭和8年8月､ 54頁)など｡
(ll)男装の麗人をめぐるスキャンダルと､松竹や賓塚
をめぐる反応については､ロバードソン､ジェこ
ファー『踊る帝国主義-宝塚をめぐるセクシュア
ルポリティクスと大衆文化』 (堀千恵子訳､現代書
館､ 2000年　253-264頁に詳しい｡
(12)アマチュアリズム-の肯定的な評価と背中合わせ
の､まともな芸術として相手にされない危険性
は､ ｢少女歌劇｣を名乗る以上草創期からついてま
わったものではあった｡渡辺裕は前掲書(1999年､
3-77頁)においてそれを東京対大阪の文化的対立
の問題と重ね合わせながら示している｡しかし渡辺
がとりあげた大正7年の論争の時点ではまだ､ ｢少
女歌劇｣のアマチュアリズムはあくまで演じ手が
｢少女による｣ためだと規定され､鑑賞者には大人
の男性も普通に想定されていたことに留意したい｡
